
蒐

報

一p
波
及
び
一
S
波

に

就

て

図

~・~ 
I=FI 

信

ク
ヰ

1
へ
Y

ト
其
の
他
の
人
々
の
研
究
の
結
果
に
従
へ
ば
地
震
に
際
し
て
俸
播
す
る
弾
性
波
動
の
速
度
除
、
地
球
内
部

に
進
ひ
に
従
っ
て
地
殻
の
搾
性
が
増
加
す
る
結
果
と
し
て
次
第
に
大
と
な
る
が
或
る
深
さ
に
相
営
し
て
其
れ
が
会
〈
不
漣

緩
的
な
増
加
を
一
不
す
場
所
が
あ
る
。
例
へ
ば
今
縦
波
及
横
波
の
速
度
が
地
球
内
部
に
進
む
に
従
っ
て
如
何
に
部
脱
化
す
る
か

を
表
で
示
し
て
見
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

k九a

員3

表
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一一一一四
O
一

一

七、・
4

ニ一

五
ν

・
(
?
〉

ム
ハ
警
(
ヲ
・
)

三
九

O
O粁
以
内

二
九

0
0粁
以
上

六
三
七

O
粁

一二-一・
4

八
・
五

一一'

地
球
心
核

地
球
ノ
中
心

此
の
表
て
見
る
と
判
る
如
く
深
さ
六
十
粁
附
近
及
二
千
九
百
粁
附
近
に
は
縦
波
及
横
波
の
速
度
が
著
し
く
獲
る
暦
が
存

在
す
る
。
前
者
は
六
十
粁
の
不
蓮
緩
層
の
境
界
を
一
不
し
、
後
者
は
地
球
心
核
へ
入
る
時
の
境
界
を
魚
し
て
居
る
。
而
し
て

後
者
は
主
に
遼
地
地
震
の
研
究
に
の
み
重
要
な
も
の
で
あ
る
故
此
庭
に
は
其
れ
に
燭
れ
ず
只
六
十
粁
の
不
逗
綬
唐
の
存
在

が
遅
地
々
震
に
際
し
て
の
地
震
波
動
の
博
援
に
如
何
な
る
影
響
を
輿
ふ
る
か
を
論
じ
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。

但
し
前
者
は
グ
!
ア
シ
ペ

Y
ヒ
が
諸
家
の
観
測
値
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
エ
ス
、

モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
が
求
め
た
値

は
之
れ
よ

b
少
し
く
小
で
次
の
如

3
値
を
有
す
る
。

第

六(ラ 六回二一
一 → 一 三 O 深

粁 O 三主主も
エ粁粁粁粁粁粁

き

縦波

の
偉

播度、速

五 五五五五五五 ヨ、〉電宮、車
七六五五五 五

九O 四七九七六 四

表



兎
に
角
、
地
下
六
十
粁
に
て
弾
性
が
念
激
に
増
加
す
る
層
が
存
在
す
る
事
は
確
寅
で
あ
る
。
従
っ
て
某
の
万
面
へ
入
射

し
た
弾
性
波
は
丁
度
先
波
が
異
る
屈
折
率
を
有
す
る
媒
韓
中
へ
侵
入
し
た
場
合
の
如
く
に
、
此
の
不
運
緩
面
の
表
面
に
℃

一
部
は
反
射
し
一
部
は
屈
折
し
て
第
二
層
中
へ
侵
入
す
る
誇
で
あ
る
。
然
も
此
の
際
H
W
起
る
屈
折
に
は
売
の
場
合
の
屈
折

の
法
則
と
同
じ
法
則
が
趨
用

3
れ
得
る
か
ら
、
入
射
角
を
・
1

、
屈
折
角
を

r
、
第
一
層
及
第
二
居
中
に
於
け
る
弾
性
縦
波

の
速
度
を
夫
々
と
尻
町
・
と
す
れ
ば

ω日
同

回

目

ぐ

H

ω山
口

円

一

〈

。

第
一
一
層
か
ら
第
二
層
へ
移
る
時
の
屈
折
率
で
あ
る
。
此
の
債
を
第
一
表
及
第
二
表
か
ら
算
出
す
れ
ば
夫
々

0
・
七
回
と

0
・

ロ

七
三
と
な
b
、
殆
と
一
致
し
た
値
を
輿
へ
る
。
然
も
此
の
値
は
一
よ
ム
リ
も
小
で
あ
る
か
ら
弾
性
縦
波
は
弾
性
的
に
密
な
る

媒
髄
よ

b
疎
な
る
媒
躍
中
へ
進
hu
事
と
な
3
9
入
射
角
よ

b
も
屈
折
角
の
方
が
大
と
な
る
事
は
論
争
』
侯
た
な
い
。

4

叉
地
表
か
ら
六
十
粁
の
不
漣
緩
面
迄
の
聞
の
暦
中
で
も
院
に
僅
少
で
は
あ
る
が
速
度
の
滋
化
が
存
在
す
る
故
、
弾
性
波

が
此
の
唐
中
を
博
援
す
る
際
に
も
引
緩

3
僅
少
な
屈
折
を
緩
け
て
ゆ
く
結
果
と
し
て
、
其
の
径
路
は
地
表
面
に
向
ひ
凹
形

を
魚
す
誇
ぐ
あ
る
が
其
の
曲
率
は
極
め
て
小
で
あ
る
の
で
之
れ
を
一
直
線
径
路
と
見
倣
し
て
差
支
が
無
い
。
其
れ
故
深
3
六

十
粁
迄
の
第
一
層
内

rけ
及
び
其
れ
以
下
の
第
二
層
内
だ
け
で
は
縦
波
、
横
波
共
に
直
進
す
る
と
仮
定
し
て
差
支
な
い
の

ぞ
斯
ぅ
一
去
ふ
般
定
の
下
に
議
論
を
進
め
る
。

所
で
六
十
粁
の
不
漣
績
面
へ
略
性
波
が
入
射
す
る
時
蹄
性
的
に
密
な
る
媒
躍
よ

b
疎
な
る
媒
鰹
へ
進
な
の
で
あ
る
か
ら

-一一一四



二
四
こ

入
射
角
が
屈
折
率
か
ら
定
ま
る
臨
界
角
以
上
な
ら
ば
此
の
不
淫
綬
面
で
会
反
射
が
起
っ
て
‘
第
二
居
中
へ
侵
入
す
る
事
が

位
ぶ
。
斯
く
の
如
き
臨
界
角
を
前
詑
の
屈
折
率
・
の
値
か
ら
求
め
て
見
る
と
約
四
十
七
度
と
な
る
。
依
っ
て
四
十
七
度
よ
b

小
な
る
入
射
角
て
不
漣
緩
面
へ
入
射
す
る
波
が
始
め
J
L

第
二
層
中
へ
侵
入
す
る
事
と
・
な
る
の
ぞ
あ
る
。
之
れ
よ

b
以
後
論

ず
る
事
は
凡
て
縦
波
、
横
波
雨
者
に
趨
臆
し
得
る
も
の
故
設
に
は
単
に
縦
波
に
就
て
の
み
述
べ
る
。

斯
し
て
第
一
一
層
中
へ
侵
入
し
た
縦
波
は
不
漣
績
面
が
地
表
面
と
同
じ
な
固
で
あ
る
以
上
或
る
貼
に
て
再
び
此
の
面
に
入

射
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
再
び
前
と
同
様
な
屈
折
の
法
則
に
従
っ
て
第
一
一
層
中
に
出
て
地
表
上
に
四
%
は
れ
る
の
で
あ

る
。
従
て
地
表
上
、
或
る
震
央
距
離
の
範
閣
内
に
て
は
斯
く
の
如

3
波
と
共
に
震
源
よ

b
直
接
第
一
層
中
を
俸
播
し
来
る

波
を
も
戚
ず
る
誇
で
あ
る
。
そ
し
て
一
般
に
此
の
雨
者
は
径
路
の
長

3
、
及
速
度
を
異
比
す
る
故
到
着
の
時
刻
に
も
多
少

の
差
を
生
ず
可

3
筈
で
あ
る
。

今
第
一
閣
に
於
て
S

S
は
地
表
面
、

U

U
は
深
3
六
十
粁
に
あ
る
不
運
緩
面
、

O
を
震
源
と
す
れ
ば
地
表
上
に
存
在
す

る
観
測
所
B
に
て
は
O
B
な
る
径
路
を
経
る
縦
波
と
。
の
り
固
な
る
一
度
第
二
層
中
を
遁
過
せ
る
縦
波
と
を
戚
十
る
誇

ぞ
あ
る
。

今
。
固
な
る
波
が
O

ょ
b
B
迄
博
搭
す
る
に
要
す
る
時
聞
を
h
と
し
、
。
の
り
切
な
る
径
路
を
経
る
波
が
B
迄
進
な
に

要
す
る
時
聞
を
LEP--}
す
る
。
而
し
て
S

S
と
U

U
と
の
雨
面
の
聞
に
固
ま
れ
た
居
中
に
於
け
る
縦
波
の
平
均
速
度
を
町
、

。U以
下
の
暦
中
に
於
け
る
卒
均
速
度
を
円
ー
と
し
、
各
層
中
に

τは
開
性
波
が
直
進
す
る
と
考
ふ
る
事
を
得
れ
ば
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jlg 
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~Ig 
十

~\日

S 

E 

第

第

で
あ
る
。
故
に
叫
が
札
口
よ

b
大
な
ら
ば

、‘，，，

B
鮎
の
位
置
に
依
っ
て
は
一

h
が
む
よ

/
¥
 

L

リ
小
な
る
場
合
、
ニ

h
と
む
と
が
相
等

、、1ノ

し
き
場
合
、
三

h
が
む
よ

b
大
な
る
場

/
f
t

、

A
口
、
の
三
様
が
現
は
れ
る
誇
で
あ
る
。

ェ
ィ
、
毛
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
は
新
か
る

閏

閏

場
合
の
有

b
得
ぺ

3
事
を
示
し
℃

O
W

な
る
経
路
を
遜
る
波
を
一
P
波
、

。。U

切
な
る
径
路
を
取
る
波
を
九
或
は

P
波

と
命
名
し
た
。
此
の
名
栴
を
用
八
U

て一五

へ
ば
前
述
し
た
一
は

p
波
よ

b
も
一

p

波
が
早
く
観
測
地
貼
へ
到
達
す
る
場
合
、
二
は
一
P
波
と

P
波
と
が
同
時
に
到
達
す
る
場
合
、
三
は

P
波
の
方
が
一
p
波

よ
b
も
早
〈
到
達
す
る
場
合
で
あ
る
。
尤
も
一
の
場
合
中
に
は
不
漣
緩
面
へ
縦
波
が
入
射
す
る
時
の
入
射
角
が
小
に
過
ぎ

て
全
然

p
波
の
説
は
れ
ね
庭
即
ち
震
央
附
近
に
於
け
る
場
合
を
も
含
ん
で
居
る
富
市
は
勿
論
で
あ
る
。
叉
三
の
揚
A
?と
な
れ

S 

v 

二
四
三



二
四
四

ば
先
づ
P
波
が
現
は
れ
て
後
一
P
波
が
現
は
れ
る
が
此
の
時
の
P
波
は
、
一
P
波
に
比
す
れ
ば
長
い
径
路
を
通
る
結
果
と
し
℃

振
幅
は
小
と
な

b
，
週
期
は
大
と
な
っ
て
来
る
。
之
れ
が
斯
か
る
観
測
所
に
於
け
る

P
波
と
一
P
波
を
記
象
紙
上
か
ら
一
誠

別
す
る
唯
一
の
手
掛

b
と
な
る
の
で
あ
る
c

第
二
聞
は
三
の
場
合
の
記
象
を
表
は
し
た
も
の
で
一
P
波
に
先
だ
っ

P
波
は
振
幅
小
に
週
期
大
な
る
事
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

叉
不
運
緩
面
へ
入
射
し
た
波
は
、
入
射
角
が
四
十
七
度
以
上
な
ら
ば
第
二
居
中
へ
侵
入
せ
ず
に
会
反
射
を
し
て
再
び
地

表
へ
現
は
れ
る
が
、
入
射
角
が
四
十
七
度
以
下
で
あ
る
な
ら
ば
第
二
居
中
へ
屈
折
侵
入
す
る
と
同
時
に
一
部
分
は
不
漣
緩

面
て
反
射
す
る
波
も
現
は
れ
る
。
此
の
屈
折
波
は
其
れ
に
相
蛍
す
る
一
P
波
よ

b
も
長

3
径
路
を
通
る
上
に
、
勢
力
も
極
め

て
小
て
あ
る
か
ら
、
記
象
上
に
は
一
P
波
よ

b
遅
れ
小
な
る
振
幅
、
長

3
週
期
で
現
は
れ
る
誇
ぐ
あ
る
が
結
果
は
勢
力
大
な

る一
p
に
蔽
は
れ
て
共
れ
を
見
出
し
得
な
い
。

し
、
・
ー
な
る
指
数
は
不
漣
績
面

3
2
P
R
E
F
ユ2
5
)
に
て
反
射
し
た
事
を
一
不
し
℃
居
る
。

此
の
波
は

F喝

H
E
r・
)
詑
競
す
る
。
設
に
N
な
る
指
数
は
反
射
の
回
数
を
一
不

第
三
聞
は
震
源
O
よ
り
出
る
蹄
性
波
の
径
路
を
書
い
た
も
の
で
其
れ
に
相
営
す
る
走
時
曲
線
を
第
四
固
に
て
示
し
て
あ

る
。
第
三
固
に
て
O

O
は
地
表
面
、

U

U
は
不
漣
顔
面
、

O
を
震
源
、

E
を
震
央
と
す
る
。
而
し
て
固
に
は
O
か
ら
各
十

度
毎
に
畜
い
た
蹄
性
波
の
径
路
を
示
し
て
あ
る
。
然
る
時
は
己

O
開

w
o
r
o
p
-
-
:
:
:
J
o
=
迄
の
直
線
は
一
P
波
て
。
ニ
即

ち
震
源
か
ら
U

U
の
面
に
切
す
る
様
に
進
む
波
が
某
の
最
後
の
波
を
表
は
し
て
居
る
。
従
っ
て
地
表
に
で
己
な
る
黙
が
一
P



o 

第

三

国

波
を
戚
じ
る
最
も
…
速
い
地
貼
て
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
若
し
第
一
一
暦
て
は
一
様
な
速
度
ぐ
震
波
が
進
む
も
の

E

と
す
れ
ば
、
一
P
波
の
走
時
は
各
地
慰
に
於
け
る
震
源
距

際

2
・

0
ω
w
o
ω
j
i
-
-
・
等
に
比
例
す
る
誇
て
あ
る
。

第
四
闘
に
は
縦
軸
に
走
時
、
横
軸
に
震
央
距
離
を
採
っ

間四第

て
此
の
場
合
に
生
ず
る
種
々
な
径
路
を
経
て
現
は
れ

る
弾
性
波
の
走
時
曲
線
を
書
い
で
あ
る
。
共
の
内
お
よ

b
y
ω
W
y
-
-
-
-
-
-
-
J
己
w

に
至
る
曲
線
は
一
P
波
の
走
時

曲
線
て
、
此
の
曲
線
上
の
任
意
の
一
黙
に
て
曲
線
自
身

に
主
闘
い
た
切
線
が
横
軸
と
な
す
角
の
正
切
が
其
結
に
相

営
す
る
震
央
距
離
に
於
け
る
震
波
の
見
掛
け
の
速
度
を

表
は
す
事
と
な
る
。
故
に
見
掛
け
の
速
度
は
震
央
に
℃

。

は
無
限
大
な
る
事
が
判
る
。
而
し
℃
之
れ
は
震
源
が
深

3
を
有
す
る
事
か
ら
静
岡
然
起
る
現
象
で
あ
る
。

扱
震
源
か
ら
出
る
震
波
が
次
第
に
下
方
に
向
ひ

O
Z
を
越
え
る
と
U

U
な
る
不
逗
綬
面
へ
入
射
す
る
事
と
な
る
が
入

二
四
五



ご
四
六

射
角
が
金
反
射
の
臨
界
角
よ

b
大
な
る
問
は
、
U

U
面
て
杢
反
射
を
し
て
第
二
層
中
へ
は
絶
品
到
に
侵
入
せ
ね
が
、
若
し
入
射

角
が
臨
界
角
よ
タ
小
と
な
れ
ば
震
波
は
屈
折
し
て
第
二
層
中
へ
進
み
再
び
地
表
へ
表
は
れ
る
如

3
径
路
を
取
る
。
之
れ
.
か

p
波
て
第
一
一
一
四
回
の
。
P
0
7
0
♂
。
(
凶
‘
ほ
一
寸
に
依
っ
て
表
は
也
、
d

れ
る
震
源
線
が
が
共
れ
で
あ
る
。
之
等
P
波
の
走
時
は
震
央
距

隊
小
な
る
地
貼
に
現
は
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
其
庭
へ
到
達
す
る
一
p
波
の
其
れ
よ

b
大
ぐ
あ
る
が
、
・
次
第
に
震
央
距
離
を

増
す
に
従
っ
て
速
度
大
な
る
第
二
層
を
遁
過
す
る
距
離
が
増
加
す
・
る
結
果
と
し
℃
走
時
が
小
、
と
な

b
、
還
に
は
径
路
小
な

る一
P
波
よ

b
も
速
く
地
表
に
表
は
れ
る
事
と
な
る
。
第
四
国
の
〉
与
の
仏
は
斯
く
の
如

3
p
波
の
走
時
曲
線
を
表
は
す
も

の
で
、

A
粘
に
て
一
P
波
の
走
時
曲
線
と
相
交
る
故
此
の
貼
に
相
営
せ
る
震
央
距
離
を
有
す
る
地
黙
に
℃
は
P
波
と
一
P
波

と
が
同
時
に
地
表
へ
到
達
す
る
。
然
し
其
れ
よ
A
Y
も
小
な
る
震
央
距
隊
を
有
す
る
地
貼
に
℃
は
一
?
波
の
方
が
速

c、
某
れ

よ
b
も
大
な
る
震
央
距
離
を
有
す
る
地
結
に
て
は

p
波
が
一
p
波
に
先
立
っ
て
現
は
れ
る
事
と
な
る
。

な
る
黙
に
相
官
す
る
走
時
は
震
源
よ

b
出
て
、

U

U
層
に
で
反
射
し
た
波
が
地
表

へ
現
は
れ
る
迄
に
要
す
る
時
間
で
あ
る
。
之
れ
は
速
度
小
な
る
第
一
一
層
中
に
℃
大
な
る
径
路
を
通
過
し
京
市
る
波
で
あ
る
故

其
の
走
時
も
最
も
大
て
、

p
波
、
一
p
波

よ

b
は
遅
れ
る
誇
で
あ
る
。
叉
其
の
雨
極
端
が
一
p
波
及
び
P
波
の
雨
極
端
と
一

次
に
走
時
曲
線
上
巳

wHωuZW5

致
す
る
事
も
、
雨
波
の
限
界
を
考
ふ
れ
ば
容
易
に
解
決
し
得
ら
る
、
泊
所
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て
我
々
は
，
P
波、一
P
波
及
び

p
町
波
の
走
時
曲
線
を
求
め
る
事
が
出
来
る
誇
で
あ
る
。

叉
設
に
於
℃
容
易
に
知

b
得
る
事
は
一
p
波
の
現
は
る
冶
限
界
鮎
己
の
震
央
距
離
は
震
源
の
深
さ
及
不
漣
緩
面
の
深
渓



に
依
っ
て
定
る
事
で
、
震
源
浅
会
穏
大
に
、
不
漣
績
面
深
き
程
大
て
あ
る
。

今
迄
述
べ
来
っ
た
事
の
凡
て
縦
波
と
同
様
横
波
に
就
て
も
泊
用
し
得
る
事
ぐ
横
波
の
場
合
に
も
走
時
は
縦
波
よ

b
大
で

は
あ
る
が
然
し
同
様
な
走
時
曲
線
を
求
め
る
事
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
叉
震
源
よ
A
Y
出
て
た
る
縦
波
が
U

U
な
不
漣
緩
面

に
到
達
し
て
、
共
の
面
よ

b
反
射
す
る
時
横
波
に
襲
っ
て
一
件
び
地
表
に
表
は
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
誇
で
、
之
れ
は
通
常

月
一
寸

ω.と
詑
競

3
れ
る
。
此
の
波
の
走
時
は
勿
論
縦
波
が

U

U
面
に
℃
反
射
し
た
も
の
即
ち
間
引
の
走
時
よ

b
大
で
あ
る

が
、
横
波
が
反
射
し
た
る
も
の
郎
ち
ヨ
ω
の
走
時
よ

b
小
で
あ
る
。

第
三
表
は
震
央
距
離
O
粁
よ

b
七
百
粁
迄
の
各
地
貼
に
於
け
る
可
P
H
Y
H
N
日
ω、
何
日
等
の
走
時
を
震
源
が
地
表
に
存
在

す
る
場
合
に
就
き
、
毛
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
ク
の
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
，

叉
第
四
表
、
第
五
表
、
第
六
表
は
同
様
な
走
時
を
震
源
の
深
3
が
夫
々
二
十
五
粁
、
四
十
五
粁
及
び
五
十
七
粁
の
揚
A臼

に
就
て
算
出
し
た
も
の
で
何
れ
の
場
合
に
も
不
漣
緩
函
の
深
さ
は
六
十
粁
と
し
て
あ
る
ρ

そ
し
て
縦
波
の
地
表
に
於
け
る

速
度
を
五
・
五
四
粁
と
し
て
其
れ
か
ら
地
下
へ
行
〈
に
従
ひ
、

ヘ
H
W
J
r

〈
H
〈
ο
一一I
l
l
t
-

/

吋

¥

友
る
法
則
に
従
っ
て
次
第
に
増
加
す
る
と
考
へ
る
。
訟
に
V
は
地
球
の
中
心
よ
b
r
な
る
距
離
に
於
け
る
縦
波
速
度
、
れ

は
地
表
的
ち
宇
径
R
な
る
庭
の
縦
波
速
度
で
あ
っ
て
k
は
深
3
に
伶
ふ
惑
度
増
加
を
一
不
す
係
数
ぐ
あ
る
。
斯
く
の
如
〈
深

3
・
に
伶
ふ
速
度
増
加
を
考
へ
る
と
勢
ひ
縦
波
の
径
路
も
直
線
的
で
無
〈
弓
肢
の
曲
線
を
書
く
と
し
て
、

k
の
値
を
四
・

o

一一四七



ニ
四
八

五
と
し
て
算
出
し
て
あ
る
。

叉
横
波
に
就
℃
も
全
く
同
様
な
方
訟
で
川
百
叫
等
が
算
出
さ
れ
る
誇
で
あ
る
が
、
此
の
時
に
ば
横
波
速
度
(
れ
)
と
縦

波
速
度
ぺ
羽
)
の
比
は
く
ケ
〈
門
H
U
H
-
4

と
し
て
縦
波
か
ら
横
波
速
度
を
理
論
的
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

之
等
の
表
に
示
す
債
を
共
の
佳
、
縦
軸
へ
走
時
、
横
軸
へ
震
央
距
隣
を
取
っ
て
記
入
し
て
一
P
、一
N
等
の
走
時
曲
線
を

書
い
て
置
け
ば
多
少
多
考
に
な
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
然
し
之
等
は
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
の
求
め
た
値
で
之
れ
が
其
の
億
我

が
閣
の
場
合
に
遁
賎
し
得
る
や
否
や
は
疑
問
と
し
て
今
後
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
は
震
源
よ
A
Y

出
℃
地
表
面
叉
は
六
十
粁
の
不
逗
鎮
西
に
て
一
回
以
上
の
反
射
を
な
し
て
再
び
地
表
に
生
ず
る
波
て
あ

る
。
之
等
に
就
℃
は
夙
に
グ

1
-プ
ン

J

べ

Y

ヒ
共
他
の
人
々
の
研
究
が
あ
b
J私
も
一
P
波
と
共
に
飯
に
大
正
十
三
年
十
二
月

の
気
象
集
誌
上
に
記
載
し
て
置
い
た
が
設
に
は
共
の
一
つ
一
つ
に
L

枕
て
詳
細
な
設
明
を
し
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。

先
づ
震
源
か
ら
出
て
地
表
面
に
て
反
射
し
た
事
を
一
不
す
た
め
に
は
b
な
る
詑
披
を
用
ふ
る
。
そ
し
て
反
射
の
回
数
を
表

は
す
矯
め
に
は
之
れ
に
反
射
回
数
に
懸
じ
た
数
字
を
指
数
と
し
て
附
記
す
る
。
故
に
地
表
面
て
一
回
反
対
し
た
縦
波
は

HWω

句
て
第
五
問
問
に
て
表
は
す
震
波
線
が
其
れ
で
あ
る
。
第
五
閏
は
斯
く
の
如
き
地
表
面
0

0
と
不
蓮
緩
面
U

U
と
の
問

に
反
射
を
し
魚
て
進
む
震
波
の
径
路
を
表
し
た
も
の
で
H
が
震
源
‘

E
は
震
央
て
、
貸
線
は
縦
波
、
貼
線
は
横
波
な
る
事

を
示
し
て
居
る
。

叉
震
波
中
に
は
始
め
縦
波
と
し
て
来
た
も
の
が
反
射
の
際
横
波
に
麓
ず
る
場
合
が
あ
る
。
此
の
時
は
縦
波
と
し
て
雨
面



聞
を
進
ん
ピ
回
数
と
、
横
波
と
し
て
雨
面
問
を
進
ん
だ
回
数
と
を
附
記
す
る
。
例
へ
ば
第
五
闘
に
於
て
の
は
震
、
源
よ

b
先

パJ

地
表
代
向
っ
た
波
ぐ
、
地
表
に
て
こ
回
の
反
射
を
し
た
も
の
故
同
お
で
あ
る
が
縦
波
E

と
し
て
三
回
此
の
居
中
を
準
ん

ミヰ

同

国

【
ム
干
}

明
戸
戸

V
句

、、ふ~

~\ミ
屯1>'

だ
上
、
三
回
目
の
反
射
に
横
波
に
麓

b
更
に
二
困
層
中
を
進
ん
で
地
表
に
出
た
も
の
故
之
れ
を
河
口
オ
叫
N

と
詑
銃
す
る

即
ち

HWω

で
あ
る
か
H
仰
山
で
あ
る
か
は
第
一
回
の
反
射
が
地
表
面
て
起
る
か
叉
は
不
運
模
面
で
起
る
か
に
依
っ
て
定
る
の

ぞ
あ
る
。

-
以
上
の
如
き
考
へ
か
ら
す
る
と
不
運
緩
面
に
二
回
の
反
射
を
し
て
地
表
に
表
は
れ
る
震
波
に
は
次
の
如

3
五
種
が
存
在

二
四
九



二
五
O

す

Z
誇
で
あ
る
。

同

)
H
W
U
吋

wω)
問山
N

】ぷ
ωw

ω)'問山
N
吋
N
ω
N
W

ふ

)

岡

山

N
]
出
?
町
)
阿
川
町

N
ω

之
等
五
穏
の
波
の
中

E
N廿
及
び

E
N
司ー
ω
は
第
五
闘
中
夫
々
例
及
川
門
な
る
震
波
線
に
て
表
は
し
て
あ
る
J

然
し
不

連
緩
面
に
て
反
射
し
た
場
合
EY--

」
は
異

b
、
地
表
面
に
て
反
射
し
た
場
合
に
は
層
中
を
五
回
経
過
す
る
故
次
の
如

3
六
種
の

波
を
得
ら
る
、
よ
詳
で
あ
る
。

ト4
、、-〆

同
州

ω
N
]げ

t。
、、-

HWω
い
川
司

h+ω
、

。3
、ー〆

河
口
】
ぷ
ω
N
W

品
、、ー，〆

M
N
ω
N
可
N
ω

一
w
w

印
)
同
ω
N

】

ω
ω
h
F
W

σコ、、ー--

見
切
り

ωw

之
等
六
種
の
波
の
中
河
口
司
及
び
河
口
♂
ω
ω

は
第
五
問
中
夫
々
例
及
び

mwな
る
震
波
線
に
て
示
し
て
あ
る
。

兎
に
角
、
斯
〈
の
如
く
し
て
進
め
ば
数
回
雨
面
問
に
て
反
射
し
た
波
が
得
ら
れ
る
誇
で
あ
る
が
反
射
の
度
毎
に
某
の
勢

.
カ
の
大
部
分
は
泊
粍
せ
ら
作
る
た
め
一
方
の
面
に
て
こ
間
以
上
の
反
射
を
居
対
し
た
波
は
勢
力
微
弱
と
な
っ
て
殆
ん
ぜ
」
現
は

れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
氏
は
前
述
し
た
一
p
及
一
S
の
走
時
を
計
算
し
た
場
合
と
金
く
同
じ
方
法
に
依

っ
て
之
等
反
射
波
の
走
時
を
算
出
し
て
居
る
故
に
今
訟
に
共
等
計
算
値
の
中
よ
h
J
震
源
地
表
に
あ
る
場
合
と
震
源
の
深
忌

四
十
五
粁
の
場
合
の
走
時
を
第
七
表
及
第
八
表
に
奥
へ
る
事
と
す
る
。

州
政
斯
く
の
如

3
数
種
の
波
が
貨
在
す
る
と
云
ふ
考
へ
は
会
〈
地
下
六
十
粁
に
存
在
す
る
と
云
ふ
不
逗
績
層
に
依
る
も
の

で
あ
る
か
ら
B

我
図
に
て
も
之
れ
と
同
様
な
波
を
一
詑
象
紙
上
に
求
め
得
る
な
ら
ば
前
述
し
た
様
な
毛
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
ク
の
設

を
其
僚
我
閣
の
存
在
せ
る
地
殻
に
漣
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
結
果
に
依
っ
て
は
或
は
我
図
に
て
は
此
の
設
に
多
少
の



(震源地表 tとある揚会)

震央粁距離 Pn 言 Rιp 間|司
。 分 秒 分 秒 王子 秒 分秒分

5 o 00.0 。00.0 。20.2 o 27.2 I 0 

10 。00.9 。01. 5 。20.2 o 27.3 I 0 

15 。01.8 。03.1 。20.3 。27.4 。34.5 

20 。02.7 。04.6 。
2200 .4 

。27.5 。34.7 

25 。03.品 。06.1 。 .5 。27.7 。34.9 

30 。04. 5 o 07.7 。20.7 。27.9 。35 ;1 

35 。05.4 。09.2 。20.9 。28.2 o 35.5 
40 。06.3 。10.8 。21. 1 。28.5 。35.9 
45 O 07.2 。12.3 O 21. 4 。28.6 。36.4 

50 。08.2 。13.9 。21.7 。29.3 。36.9 。09.1 。15.4 o 2Z.0 。29.7 。37.5 

60 。10.9 。18.4 。22.8 。30.8 。38.8 

70 。12‘7 o 21. 5 。23.7 。32.0 。40.3 

80 O 14. 5 。24..5 。24.7 。33. :r 。41. 9 

90 。16.3 。27.6 。25.8 。34.7 。43.7 

100 。18.1 o 30.7 。26.9 。36.2 。45.6 

20 。21.7 。36..8 。29.3 。
433 9.5 

。49.7 

40 。25.3 。42.9 Q 31. 9 。 .0 
。54.2 

60 。28.9 。49.1 。34.7 O 46.8 。59.0 

.80 。32.5 。55.2 。37.7 。50.8 1 04.0 

200 。36.1 1 01.3 。40.7 o 54.9 09.2 

20 o 39.7 07.4 。43.8 o 59.1 I 14.5 

40 。43.3 1 13."5 。46.9 03.3 I 19.8 
60 王子 事虫 。46.9 1 19.6 。50.1 07.6 1 25.2 

80 。49.4 O 50.5 1 25.7 。53.3 12.0 30.7 

300 。51.9 O 54.0 1 31.8 O 56.6 I 16.4 I 36.3 

20 。5.4.4 。57.6 1 37.9 。
0593 .9 20.9 1 42.0 

40 。57.0 01.1 44.0 1 .3 I 25.5 1 47.7 

60 。59.5 1 04.7 1 50.1 1 06.6 1 30.0 1 53.4 

80 1 02.1 1 08.2 1 56.2 1 10.0 1 34.5 59.1 

400 04.6 1 11. 8 I 02.2 1 13.4 I 39.1 2 04.8 

20 07.2 1 15.4 1 08.3 1 16.8 43.7 2 10.6 

40 。ヲ .7 18.9 1 14.3 1 20.2 1 48.2 2 16.3 

60 1 12.2 1 22.5 1 20.4 I 23.6 52.8 2 22.1 

80 1 14.3 1 26.1 26. .4 I 27.0 1 57.4 2 27.9 
500 1 17.3 1 29.6 1 32.4 1 30.4 2 02.0 。“ 33.7 

20 19.9 1 ‘ 33.2 1 33.4 1 33.8 2 06.6 2 39.5 

40 1 22.4 I 36.7 1 ~4. 4 I 37.2 2 11 .2 2 45.3 

60 I 24. CJ 1 40.2 1 50. .4 I 40.6 2 15.8 ら 2 51 . 1 

80 I 27.5 1 43.7 1 56.4 1 44.2 2 20.4 2 56.9 

600 1 30.0 47. :3 2 02.4 1 47.6 2 25.0 5 02.7 

20 1 32.6 1 50.8 2 08. ;; 1 51. 0 2 29.6 3 08.5 

40 35.1 1 54.3 2 14. ;; 1 54.4 2 34.2 3 14.5 

60 37.6 1 57.8 2 20.2 1 57. e 2 38.9 3 20.2 

80 40.1 2 01.5 2 26.1 2 01. 3 2 43.6 3 26.1 

700 42.7 2 04.7 2 32.0 2 07.2 2 48. :3 3 52.0 

表第

三
五
一



二
五
二

〈震源，深ま25粁t，(る場合)

震央粁距離 P官 P S RY R， PS 

分 秒 分 秒 分 秒 分 秒。 。00.0 。03.1 。11.3 。18.3 。22.3 

5 O 00.1 。03.3 。11.3 。18.3 。22.3 

10 。00.3 。03.7 。11.4 。18.4 。22.4 

15 .0 00.7 。04.3 。11 .5 。18.6 。22.6 

20 。01. 2 。05.2 。11.6 。18.9 。22.9 

25 。01.8 。06.2 。11. 8 。19.2 。23.3 

30 。02.5 。07.3 。12.1 。19.6 。23.7 

35 。03.2 。08.4 。12.4 。20.0 。24.2 

40 。03.9 。09.6 。12.8 。20.6 。24.9 

45 。04.7 。11.0 。13.2 。21. 2 。25.6 

.50 o 05.5 。12.4 。13.6 。21. 8 。26.3 

60 。07.1 。15.'2 。14.5 。23.0 。27.8 

70 。08.8 。18.1 。15.5 。24 4 。29.4 

80 。10.5 。21. 0 。16.5 。25.ヲ 。31. 2 

90 。12.2 。23.9 。17.7 。27.7 o 33. ;; 

100 。13.9 o 26.8 。19.1 。29.7 。35.6 
20 。17.4 。32‘7 。21'.9 。33.7 。40.4 

40， 。20.9 。38.6 。24.8 O 37.8 o 45. ;; 

60 。24.4 。44.6 。27.8 。42.1 。50.4 

80 分 秒 。27.9 。50.6 。30.9 。46.6 。55.7 
200 。30.6 。

3314 .4 
。56.6 。34.1 。51. 2 1 01.1 

20 o 33.1 。 .9 1 02.6 。37.3 。55.8 1 06.6 
40 。35.7 。38.5 1 08.7 。40.6 1 00.4 12.2 
60 o 38.2 。42.0 I 14.8 。43.9 I 05.1 17.8 
80 。40.8 。45.6 I 20.8 。47.2 I 09.8 23.4 

300 。43.3 。49.1 1 26.8 。50.5 1 14.4 29.1 
20 。45.8 。52.7 1 32.8 o 53.9 1 19.1 34.8 
40 。48.4 。56.2 I 38.8 。57.3 I 23.8 40.6 
60 。50.9 。59.8 1 44.8 00.7 I 28.5 I 46.3 
80 。53.5 t 03.3 1 50.8 1 04.1 1 33.1 I 52.1 
400 。56.0 1 06.8 1 56.8 1 07.5 1 37.8 1 57.9 
20 。58.6 1 10.4 2 02.8¥ 11. 0 1 42.4 2 03.7 
40 1 01.1 1 13.9 2 08.7 1 14.4 1 47.1 2 09.5 
60 1 03.6 1 17.4 2 14.7 1 17 .8 1 51. 7 2 
80 1 06.2 I 20.3 2 20.6 1 21. 2 1 56.4 2 21. 1 

500 1 08.7 1 24.4 2 26.6 1 24.6 2 01. 1 2 26.9 
20 2 11.2 1 27.9 2 32.5 1 28.0 2 05.8 2 32.7 
40 1 13.8 1 31.4 2 38.5 31. 4 2 10.5 2 38.5 
60 " 1 16.3 1 34.9 2 44.4 1 34.9 2 15.2 2 44.4 
80 1 18.9 1 38.3 2 50.3 1 38.3 2 19.9 2 50. ;; 

600 1 21.4 1 41.8 2 56.2 1 41.8 2 24.6 2 56.2 
20 1 24.0 I 45.3 3 02.1 1 45.3 2 29.3 3 02. t 
40 I 26.5 1 48.7 3 08.0 I 48.7 2 34.0 3 08.0 
60 1 29.0 1 52.2 3 13.9 1 52.2 2 38.8 3 13.9 
80 I 31. 5 
700 I 34.1 

表四第



第ー五表 (震源深~ 45粁なる協会)

震央距離
手T P" P S RιP R; PS RiS 

一一一
# 分 秒 分 秒 分 手生 分 秒、 分。 O 00.0 O 05.6 。04.2 。11 ; 2 。12.7 

5 。00.0 O 05.7 。04.2 。11.3 。12.8 
10 。00.2 。05.9 。04.3 。11. 4 。12.9 
15 。00.4 O 06.3 。04.4 O 11. 6 。13.1 
20 。00.7 O 06.8 。04.6 。11. 9 。13.4 
25 。OLl 。07.5 。04.9 。12.3 。13.9 
30 。0)， 6 。08.3 。05.2 。12.9 。14.5 
35 。02.1 。09.2 。05，6 O 13.5 。15.2 
40 。02.7 。10.1 。06.0 。14.2 。15.9 
45 。03.3 。11 .1 。06.5 。14.9 。16.7 
50 。03.9 。12.3 。07.0 。15.7 。17.5 
60 。05.3 。14.7 。08.1 。17.4 。19.4 
70 。06.8 o 17.1 。09.3 。19.2 。21. 4 
80 。08.3 O 19.6 。10.6 。21. 2 。23.6 
90 。09.9 。22.3 。12.0 。23.4 O 26.0 

100 。11. 4 。25.0 。13.4 。25.6 O 28.4 
20 。14.7 。30.5 。16.4 O 30.3 。33.5 
40 分 秒 。18.0 。36.2 。19.5 。35.1 。38.7 
60 。19.5 。21.4 。42.0 。22.6 o 40.0 。44.0 
80 。22.1 。24.8 。47.8 。25.8 。44.9 。4ヲ.4
200 。24.6 o 28.3 o 53.7 。29.1 o 49.9 。55.0 
20 o 27.2 o 31.7 。59.6 。32.5 。55.0 1 00.7 
40 。29.7 o 35.2 05.5 。35.9 1 00.2 06.5 
60 。32.3 。38.7 I 11. 4 。39.3 I 05.4 1 12.3 
80 。34.8 。42.1 1 17 .3 。42.7 I 10.6 1 18.1 
300 。37.4 。45.6 1 23.2 。46.1 15.7 1 23.8 9 
20 。39.9 。49.1 1 29.1 04592 .5 20.7 1 29. 
40 。42.5 。52.6 1 35.1 o ，52.9 1 '25.7 1 35.6 
60 。45.0 。56.1 1 41. 0 。56.4 1 30.7 41. 5 
80 。47.6 。59.6 1 46.9 O 59.8 1 35.6 47.3 
400 。50.1 03.1 1 52.8 1 03.3 40.5 1 53.2 
20 。52.6 1 06.6 1・ 58.7 06.7 1 45.3 1 59.0 
40 。55.2 1 10.0 2 04.6 1 10.2 50.1 2 04.9 
60 。57.7 1 13.5 2 10.5 13.6 1 54.8 2 10.7 
80 00.3 1 17 .0 2 16.4 17.1 1 59.4 2 16.6 

500 02.8 1 20.5 2 22.3 1 20.5 2 04.0 2 22.4 
20 05.4 23.9 2 28.2 23.9 2 08.5 2 28.3 
40 I 07.9 27.4 2 34.1 I 27.4 2 13.0 2 34.1 
60 10.4 
80 1 13.0 

五 600 15.5 
20 I 18.1 
40 I 20.6 
60 1 23.1 
80 I 25.7 
700 I 28.2 



第六表

震央距離
Pn 

粁ー

。
5 
10 
15 
20 
25 
3Q 

35 
40 

45 
50 
60 
70 
80 
90 分 秒

100 。08.3 

20 。10.9 
40 。13.4 
60 。16.0 

.80 。18.5 
200 。21. 1 
20 。23、6
40 。26.2 
60 。28.7 
80 。31. 3 

300 。33.8 
20 。o 36.3 
40 38.9 
60 。41. 4 
80 。44.0 

400 。46.5 
20 。49.1 
40 。51. 6 
60 。54.1 
80 。56.7 
500 。59.2 
20 1 01. 8 
40 1 04.3 
60 1 06.8 
80 I 09.4 

600 I 11. 9 
20 14.5 
4G 1 17 .0 
60 1 19.5 
80 22.0 
700 24.6 

(震源深さ 57粁なる場会)

P S 

5)- 秒 分 秒。00.0 。07.1 。00.0 。07.2 。00.1 。07.4 。00.3 。07.7 。00.6 。08.1 。00.9 。08.6 。01.3 。09.3 。01.8 。10.1 。02.3 。11. 0 
o 02.8 。11. 9 。03.4 。12.9 。04.6 。14.9 。05.9 。17.1 。07.3 。19.4 。08.7 。21.8 。10.2 。24.4 。13.4 。29.8 。16.6 。35.3 。19.9 。40.9 。23.2 。46.6 。26.6 。52.3 。30.0 。58.0 
o 33.4 1 03.8 。36.8 1 09.6 。40.2 1 15.4 。43.6 I 21. 3 。47.1 t 27.1 。50.6 1 ;)3.0 。54.0 1 38.9 。57.5 1 44.8 

五
四



五
五

震央粁距離

。
5 
10 
15 

20 
25 
3日

35 
40 
45 
50 
60 
70 
80 
90 
100 
20 
40 
60 
80 
200 
20 
40 
60 
80 
300 
20 
40 
60 
80 
400 

20 
40 
60 
80 
500 
20 
40 
60 

80 
600 

20 
40 
60 
80 
700 

第七表

RS2 P 

分 手生。40.4 。40.4 

O 40.4 。40.4 。40.5 。40.6 。40.7 。40.8 。41. 0 。41，1 。41.3 。41. 7 
o 42.2 。42.7 。43.3 。44.1 。45.8 。47.5 。49.3 。51. 4 。53.6 。56.6 。58.5 
1 01.1 

03.9 

06.6 
I 09.4 
1 12.3 
1 15.3 

1 18.3 

21.3 

1 24.4 
1 27.5 
1 3Cl.6 

1 33.8 
37.0 

40.2 
43.5 

1 46.8 

1 50.1 
1 53.4 7 
1 56. 
2 00.0 
2 03.3 
2 06.7 

2 10.0 

(震源地表lとある場舎の反射能の走時〉

Ri2 P3S Ri2 P2S2 Ri2 PS3 Ri2 S 

分 秒 分 秒 分 秒 分 智。47.4 。54.5 1 01.6 I 08.7 。47.4 。54.5 1 01.6 I 08.7 。47.4 。54.5 I 01.6 I 08.7 。47.5 。54;6 1 01.7 I 08.8 。47.6 。54.7 01.8 1 08.9 。47.7 。54.8 02.0 1 09.1 。47.8 。55.0 1 02.2 I 09.3 。48..0 。55.2 1 02，4 1 09.5 。48.2 。55.4 1 02.6 1 09.8 。48.4 。55.6 02.8 1 10.0 。48.6 。55.9 03.1 I 10.3 。49.0 。56.3 1 03.6 1 10.9 。49.5 。56.9 04.3 I 11.8 。50.2 。57.7 05.2 1 12.8 。51.0 。58.6 1 06.2 1 13.9 。51.9 。59.6 1 07.3 1 15. t 。53.8 8 1 01.0 09.8 ノ 1 17 .9 。55. I 04.1 1 12.5 I 20.9 。58.0 1 06.7 1 15.4 I 24.1 

1 00;4 1 09.4 1 18.5 1 27.5 

1 • 03.0 1 12.4 1 21.5 1 31.2 

1 05.7 I 15.5 25.4 1 35.1 

1 08.7 I 18.9 1 29.2 39.4 

1 11.8 I 22.4 1 33.2 1 43.9 

15;0 1 26.1 1 37.3 1 48.5 

1 18.2 1 29.9 41.6 53.3 

1 21.5 I 33.7 45.9 I 58，1 

24.9 1 37.6 I 50.3 2 03.0 

1 28.4 I 41.6 54.8 2 08.0 

1 32.0 1 45..7 59.4 2 13.1 

1 35.5 I 49.7 2 04.0 2 18.2 

1 39.1 1 53.8 2 08.6 2 23.4 

1 42.8 1 58.1 2 13.4 2 28.7 

1 46.4 2 02..3 2 18.2 2 34.1 

1 50.2 2 06.6 2 23:0 2 39.5 

53.9 2 10.9 2 27.9 2 44.9 

1 57.7 2 15.2 2 32.8 2 50.4 

2 01.6 2 19.6 2 37.8 2 55.9 

2 
0059.4 3 

2 24.0 2 42.7 2 01.4 

2 2 28.5 2 47.7 2 07.0 

2 13.2 2 33.0 2 52.8 2 12.6 

2 17 .0 2 37.4 2 57.8 2 18.2 

2 20.9 2 41.8 2 02.8 2 20.8 

2 24.8 2 46.3 2 07.9 2 29.(j 

2 28.8 2 GO .9 2 13.0 2 35.2 

2 32.7 2 55.4 2 18.1 2 40.9 



境、入表

Riz P Riz 1'35 

分 秒 分 秒。 o 24.4 o 31.4 
5 o 24.4 o 31 4 
10 o 24.4 o 3i. 4 
15 o 24.5 o 31.5 
20 o 24.6 o 31.6 
25 o 24.7 o 31.8 
30 o 24.8 o 32.0 
35 o 25.0 o 32.2 
40 o 25.2 o 32.4 
45 o 25.4 o 32.6 
50 o 25.6 o 32.9 
60 o 26.1 33.5 
70 26.7 o 34.2 
80 o 27.3 o 34.9 
90 o 28.0 o 35.8 

100 o 28;9 o 36.9 
20 o 30.7 o 39. t 
40 o 32.7 o 41.6 
60 o 34.9 o 41.2 
80 o 37.3 o 47.'1 

200 o 39.9 o 50.3 
20 o 42.6 o 53.5 
40 o 45.3 o 56.8 
60 o 48 1 00.3 
80 o 51.0 l' 03.8 

300 o 54.0 07.4 
20 o 57.0 11.1 
40 00.1 14.9 
60 03.2 18.6 
80 06.4 22.5 

400 09.6 26.4 
20 '1 12.8 30.0 
40 16.0 34.2 
60 1 19.3 38.2 
80 22 .6 42.2 

500 25.9 46.2 
20 29.2 50.2 
40 32.5 54.2 
60 1 35.9 58.2 
80 39.2 2 02.2 

600 42.6 2 06.3 
20 45.9 2 10.3 
40 49.3 14.4 
60 52.7 18.5 
80 56.6 2 22.5 
700 59.4 26.6 

(震源が四十宜粁の深さにある場合の反射波の走時〉

Riz Pz5z Riz P53 Riz 5 RS2 P RS2 P45 

分 秒 分 秒 分 秒 分 秒 分 秒
o 38.5 o 45.6 o 47.1 o 40.4 o 47.4 
o 33.5 o 45.6 o 47.1 o 40.4 o 47.4 
o 38.5 o 45.6 o 47.1 o 40.4 o 47.4 
o 38.6 o 45.7 o . 47.2 o 40.5 o 47.5 
o 38.7 o 45.8 o 47.3 o 40.5 o 47.6 
o 38.9 o 46.0 o 47.5 o 40.6 o 47.7 
o 39.1 o 46.5 o 47.7 o 40.7 o 47.8 
o 39.6 o 46.2 o 48.0 o 40.8 o 47.9 
o 39.3 o 46.8 o 48.3 o 40.9 o 48.0 
o 39.9 o 47.2 o 48.7 o 41.0 o 48.1 
o 40.2 o 47.6 o 49.1 o 41.2 o 48.3 
o 40.9 o 48.4 o 49.9 o 41.5 o 48.7 
o 41.7 o 49.3 o 50.9 41.9 o 49.2 
o 42.6 o 50.4 o 52.0 o 42.4 o 49.7 
o 43.7 o 51.6 o 53.3 o 42.9 o 50.3 
o 44.9 o 53.0 o 54.7 o 43.5 o 51.0 
o 47.6 o 56.1 o 57.9 o 44.9 52.6 
o 50.5 o 59.4 01.3 o 46.4 o 54.4 
o 53.6 03.6 05.0 o 48.1 o 56.3 
o 57.0 06.9 09.0 o 49.9 o 58.4 

00.7 11 .} 13.3 o 51.9 00.6 
04.5 15.5 17.9 o 54.0 03.0 
08.4 20.0 22.6 o 56.2 05.6 
12.5 24.7 27.4 o 58.6 08.3 
16.6 29..5 32.3 01.2 11.2 
'20.9 34.4 37.4 03.8 14.3 
25.2 39.4 42.5 06.5 '17 . 4 
59.7 44.5 47.7 09.2 20.5 
34.1 49.6 53.6 12.0 1 . 23.7 
38.6 54.8 58 ;'4 14.3 26.9 
43.2 00.1 2 03.9 17 .7 30.2 
47.8 2 05.4 2 09.4 20.6 33.6 
52.4 2 10.7 2 14.9 23.6 .37.0 
57.1 2 16.0 2 20.4 26.6 40.4 

2 01.8 21.4 2 26.0 29.6 43.9 
06.5 26.8 2 31.6 32.7 47.4 
11 .2 32.2 37.2 35.8 51.{) 

2 15.9 2 37.6 2 42.9 58.9 54.5 
20.6 2 43.6 2 48.6 42.0 58.1 
25.3 2 48. <1 2 54.3 45.2 01.7 

2 30.6 2 53.8 3 00.0 1 . 48.4 05.4 
2 34.7 59.2 3 05.7 51. 7 09.1 

39.5 3 04.7 3 11 .4 54.9 12.9 
44.3 10.2 17.1 58.2 2 16.6 

3 22.8 2 01.5 2 20.4 
53.9 1;) 21.2 3 28.6 04・8i 2 24・2

RS2 P352 

王子 @ 
o 54.5 
o 54.5 
o . 54.5 

o 54.6 
o 54.7 

o 54.8 
o 54.9 
o 55.0 
o 55.1 
o 55.2 

o 55.4 
o 55.9 
o 56.5 
o 57.1 
o 57.8 
o 58.5 

00.3 
02.3 
04.5 
06.8 
09.3 
12.0 
14.9 
18.0 
21.4 
24.8 
28.3 
31.8 
35.4 
39.0 
42.7 

46.5 
50.4 
54.3 
58.2 
02.2 

2 06.2 

10.2 
14.2 

2 18.3 
22.4 

2 26.5 

2 30.7 
2 35.0 

2 39.3 
43.6 

五
，且-
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護
形
を
血
〈
へ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
而
し
て
共
の
如
何
は
全
く
今
後
の
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
絃

に
-
詑
し
て
今
後
の
御
研
究
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

雑

幸良

O
関
東
大
地
震
嘗
時
伊
豆
山
温
泉
温
度
上
昇
事
情

宮

UI 

干EJi'

Zむ

太

長B

大
正
十
二
年
九
月
一
日
関
東
大
地
震
突
後
営
時
私
は
豆
州
伊
豆
山
の
滋
泉
宿
古
屋
旅
館
に
止
宿
し
℃
ゐ
た
。
御
承
知
の

如
く
丈
飴
の
懸
崖
の
海
岸
に
逗
る
と
こ
ろ
東
南
相
模
灘
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
温
泉
宿
の
西
端
二
階
家
が
古
屋
て
あ
る
。

一
日
朝
例
の
険
風
通
過
後
沖
も
静
穏
に
な
っ
た
。
午
前
十
一
時
少
し
過
ぎ
私
の
隣
室
に
居
た
S
老
人
が
先
内
湯
に
入
っ
た

が
機
て
異
亦
に
な
っ
て
上
っ
て
来
て
湯
が
減
法
熱
い
と
諮
っ
た
。
卒
常
に
北
し
内
湯
の
熱
い
事
を
其
日
知
っ
た
の
は
客
と

し
て
は
此
老
人
が
最
初
て
あ
る
。
勿
論
太
陽
の
出
な
い
中
の
事
は
私
も
知
ら
う
筈
は
な
い
が
‘
地
震
後
総
て
の
客
の
話
を

綜
A
口
じ
て
其
れ
が
分
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
老
人
の
言
を
聞
く
や
他
の
一
人
と
内
湯
へ
行
っ
て
見
た
。
所
が
瀧
湯
は
想
像

以
上
の
熱
き
で
手
を
鰯
れ
れ
ば
直
ち
に
焼
傷
す
る
程
で
あ
っ
た
。
卒
常
少
し
く
微
温
過
ぎ
る
の
に
北
し
て
雲
泥
の
差
で
あ

二
五
七




